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気象研究所における高速スキャン・高分解能レーダーによる竜巻等の顕著気象に関
する研究：現状と今後
MRI Rapid-Scan and Super-Resolution Observations in severe storms: Recent Progress
and Future Plans
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本発表では、気象研究所における竜巻等突風等の激しい大気現象の高時間・空間分解能観測について、現在の進捗、事
例、今後の予定を報告する。

(1)多点型地上観測システム
竜巻渦の構造を調べるために、風速計を 100ｍ間隔で 12台、気圧計を 50m間隔で 25台を直線状に配置し、高時間分

解能サンプリング（100ms）で観測する超高密度観測システム「多点型地上観測システム」を開発し、観測網の海岸沿い
に総延長 1.2kｍにわたって配置し、観測を行っている。本発表では、多点型地上観測システムの概要と測定方式、ドッ
プラーレーダーとの同時観測で得られた実際の冬期竜巻の微細構造について紹介する。

(2)激しい大気現象のためのフェーズドアレイレーダーの導入
竜巻等突風・局地的大雨は、短時間で急激に発達するため、現状のレーダーでは捉えることが難しい。気象研究所では、

フェーズドアレイレーダー導入し、これら現象の観測を行い、メカニズムを解明する予定である。本発表では、フェー
ズドアレイレーダーの仕様や今後の予定を説明する。
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